
市町村名 竹富町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 竹富町緊急車両（消防車）導入事業

沖 縄 ２１世 紀 ビジョ ン 第３章-２-（４）-イ

基本計画該当箇所 災害に強い県土づくりと防災

体制の強化

年度
沖縄振興基本方針

Ⅲ-１０-（２）
28 29 該当箇所

担当部課名 防災危機管理課
事業実施

年度

平成
～

平成

事業内容
　消防団の防災対応力強化を図るため緊急車両（消防車）を導入し、地域住民の生活環境の安全性向上と今後さらに増加する観

光入域者の安心・安全な観光環境の整備を図る。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

H２８年度 H２９年度 合計

Ｂ．執行済額 33,480 32,770 66 , 250

Ａ．予算現額 33,480 32,770 66 , 250

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 100 . 0%

うち

交付金充当額
26,784 26,216 53 , 000

執行状況の説明 入札残に伴い、5,430千円を減額し適切な予算措置で事業執行ができた。

事業期間中

の活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H２８年度 H２９年度

事業期間中

の予算額

・執行額

【単位: 千円】

実　績 導入完了 導入完了

緊急車両（消防車）の導入実施

目　標 導入実施 導入実施

実　績

目　標

実　績

目　標

事業期間中

の成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H２８年度 H２９年度

緊急車両（消防車）の導入完了

実　績 導入完了 導入完了

目　標 導入完了 導入完了

実　績

目　標

実　績

目　標



事業完了後の取り組み

事

業

完

了

後

の

成

果

目

標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果

実施

実　績 実施

H30年度

■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

消火活動での運用

目　標

状

況

説

明

【H30年度】

・西表島上原地区への緊急車両（消防車）の導入が完了した。

【　年度】

・

【　年度】

・

【 完了後】 事業効果等の確認

（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【 完了後】 改善措置等の検討

（事業効果の更なる向上等）

1回/年

実　績 実施

避難訓練での利活用（年／１回）

目　標

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】

・消防分団員が適正なポンプ操作技術を習得するため、ポンプメーカ ー及び常備消防職員等を派遣し操作技術講習会を開催する。また、定期的に放水訓練を繰り返

し実施することによりポンプ操作技術の向上が期待され、地域防災及び消防団体制の強化が図られる。

【　年度】

・

【　年度】

・

【H30年度】

・緊急車両（消防車）の導入により、火災時の初期消火が迅速に行えるようになる。

そのことにより延焼等の二次災害を抑制できる。（実績０）

【H30年度】

・緊急車両（消防車）のポンプ操作が難しいため、分団員へポンプ操作説明会等

を行い操作技術の習熟を図る必要がある。

【　年度】

・

【　年度】

・

【　年度】

・

【　年度】

・



平成

28

出演者等控室及び公衆トイ レの工事

沖 縄 ２１世 紀 ビジョ ン

基本計画該当箇所

沖縄振興基本方針
観光客受入体制の整備

第3章-3-（2）-ウ

実施・完了

92 . 7%

目　標 実施・完了

担当部課名 まちづくり課 政策推進課

事業期間中

の予算額

・執行額

【単位: 千円】

H28年度 H29年度

執行率（％）(B/A) 100.0% 92.5%

事業期間中

の活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H28年度

合計

Ａ．予算現額

42 , 147

地域住民との施設配置等の協議

目　標 協議実施

実　績 協議実施

918 44,570 45 , 488

Ｂ．執行済額 918 41,229

うち

交付金充当額
734 32,982 33 , 716

執行状況の説明

工事実施にあたっては、公民館長も含め協議のうえ変更を行った。建築工事の実施にあたり鳩間島は遠隔

地であり地域の天候等にもより航路確保が難しい状況でがあるが、現状に合わせた工程管理、進捗率管理

が必要とされる。最終的な執行率は92.7%となり、概ね計画的に執行できた。

H29年度

実　績 業務実施

実　績

施設設計委託業務の実施

目　標 業務実施

実　績 協議実施

地域住民との施設配置等の協議

目　標 協議実施

実　績 実施・完了
事業期間中

の成果目標

実　績 業務実施

出演者等控室及び公衆トイ レの工事

目　標 実施・完了

成果目標（指標）

進捗状況

H28年度 H29年度

施設設計委託業務の実施

目　標 業務実施

市町村名 竹富町

その他（　　）実施方法

事業実施

年度
年度

該当箇所

事業内容
鳩間島に整備されている、鳩間島野外ステージ周辺に、出演者等控室及び公衆トイ レを整備し、当該施設の利便性向上及び鳩

間島を訪れる観光客や各種イ ベント使用時の地域住民等の観光満足度向上を図る。

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 鳩間島野外ステージ周辺環境整備事業

平成

29

□ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □

～



【H30年度】

・観光客が増える夏の繁忙期や、各種イ ベントへの来場者の殆どが当該

事業で整備した公衆トイ レを使用するため効果は大きい。

（鳩間島音楽祭：1２００人、デンサ節大会：１５０人）

また、各イ ベントの演者も控え室で準備ができるため、例年に比べ利便性

が向上したという声が上がっている。

H30年度

目標/発現年度

【H30年度】

・島内には、常時使用できるトイ レが少なく、当該事業で整備した公衆トイ レの所在明確に案内することで、来島した観光客の満足度の向上を図る。

　

【　年度】

・

【　年度】

・

【　年度】

・

【　年度】

・

【　年度】

・

【H30年度】

・玄関口になるフェ リーターミナルや集落内に、貼紙等で公衆トイ レの周

知を徹底する。

状

況

説

明

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

□

■

達成／進捗状況

事業完了後の取り組み

事

業

完

了

後

の

成

果

目

標
【　年度】

・

【H30年度】

・イ ベント会場でのアンケート調査を想定していたが、人員の確保等で調整がつかず未実施となった。

利用満足度調査のアンケート

目　標 80％以上 80％以上

未実施

【 完了後】 事業効果等の確認

（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【 完了後】 改善措置等の検討

（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

実　績

成果目標（指標）

中期にわたる事業効果

後年度に発現する事業効果
R1年度



市町村名 竹富町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 ピサダ道保存整備事業
沖 縄 ２１世 紀 ビジョ ン

第３章－１－(4)－ア
基本計画該当箇所

平成
年度

沖縄振興基本方針
Ⅲ－３－（２）

26 29 該当箇所
担当部課名 教育委員会 社会文化課

事業実施

年度

平成
～

事業内容 観光地としての魅力を向上するため、石段の復元工事を実施する。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 合計

Ｂ．執行済額 4,287 16,484 2,700 11,665 35 , 136

Ａ．予算現額 5,981 16,504 2,700 11,668 36 , 853

執行率（％）(B/A) 71.7% 99.9% 100.0% 100.0% 95 . 3%

うち

交付金充当額
3,430 13,187 2,160 9,332 28 , 109

執行状況の説明
契約額が予定より低かったため不要額が出たが、当初計画していた事業内容は、ほぼ実施した他、活動目

標、成果目標の達成状況を鑑みて適切な事業執行であった。

事業期間中

の活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

事業期間中

の予算額

・執行額

【単位: 千円】

実　績 工事実施
石段遺構復元工事

目　標 工事実施

実　績
測量調査・実施

設計実施

保存修理工事

実施

測量調査・実

施設計実施

遺構確認調査の実施
目　標

測量調査・実施

設計実施

保存修理工事

実施

調査実施・計

画作成

実　績 計画作成
遺構復元工事計画の作成

目　標 計画作成

実　績 未開催
遺構復元方法の検討委員会開催

目　標 開催

事業期間中

の成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

石段遺構復元工事
実　績 復元完了

目　標 復元完了

実　績
測量調査・実施

設計完了

保存修理工事

完了
調査完了

遺構確認調査の実施
目　標

測量調査・実施

設計完了

保存修理工事

完了
調査完了

実　績
計画作成   完

了

遺構復元工事計画の作成
目　標

計画作成   完

了

実　績 未開催
遺構復元方法の検討委員会開催

目　標 開催



【　年度】

・

【　年度】

・

【　年度】

・

【　年度】

・

【H30年度】

・地元住民の理解を得ながら、集落内にある他の文化財と一緒に史跡めぐ りの

コース選定及びアンケートの作成が必要である。

【H30年度】

・観光資源としてどのように活用を図るか等の検討課題がある。

事業完了後の取り組み

事

業

完

了

後

の

成

果

目

標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H30年度
R1年度

■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

観光客・地域住民に魅力が向上したかを（80％以上）を

含め、当該事業のあり方をアンケートで検証する。

目　標 80％以上 80％以上

実　績 未実施

状

況

説

明

【H30年度】

・石段遺構復元完了により観光資源として文化財活用が図れる。

・史跡めぐ りコース選定後にマップ等を作成し、その中にアンケートを入れる予定であったが、史跡めぐ りコースが未選定であったた

【　年度】

・

【　年度】

・

【 完了後】 事業効果等の確認

（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【 完了後】 改善措置等の検討

（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】

・文化財史跡めぐ りマップ及びアンケートを作成し、史跡めぐ りとアンケートを実施する。

【　年度】

・

【　年度】

・



市町村名 竹富町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 竹富島観光関連事業
沖 縄 ２１世 紀 ビジョ ン

第３章－３－（２）－ウ
基本計画該当箇所

世界遺産推進室
平成

年度
沖縄振興基本方針

Ⅲ－１－（１）
27 28 該当箇所

担当部課名
事業実施

年度

平成
～

事業内容 観光客の利便性の確保を図るため、本町の主要観光地である竹富島カ イ ジ浜隣接地に休憩所等の整備を実施する。

実施方法 ■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

27年度 28年度 合計

Ｂ．執行済額 2,309 60,500 62 , 809

Ａ．予算現額 2,310 60,539 62 , 849

執行率（％）(B/A) 100.0% 99.9% 99 . 9%

うち

交付金充当額
1,847 48,400 50 , 247

執行状況の説明

整備工事の内容について、地元景観保存調整委員会との調整や歴史的景観形成地区保存条例に基づく協

議に不足の日数を要したことから年度内の完了が困難になり繰越するに至ったが、整備を完了し、目標を

達成した。

事業期間中

の活動目標

活動目標（指標）

達成状況

２７年度 ２８年度

事業期間中

の予算額

・執行額

【単位: 千円】

実　績
設計実施

用地取得
工事実施

竹富カ イ ジ浜休憩所整備工事

目　標
設計実施

用地取得
工事実施

実　績
設計設置

完了

浄化槽の設計設置

目　標
設計設置

完了

実　績

目　標

事業期間中

の成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

２７年度 ２８年度

竹富カ イ ジ浜休憩所整備工事

実　績
建設予定用地の

取得完了
整備完了

目　標
建設予定用地の

取得完了
整備完了

実　績 設置完了

浄化槽の設計設置

目　標 設置完了

実　績 未実施

観光客へのアンケートで利便性が確保された

か（８０%以上）を含め、当該施設のあり方を

検証する。

目　標 ８０%以上



３０年度

目標/発現年度

事業完了後の取り組み

事

業

完

了

後

の

成

果

目

標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果

実　績 未実施

■ 後年度に発現する事業効果

観光客へのアンケートで利便性が確保されたか（８０%以

上）を含め、当該施設のあり方を検証する。

目　標 ８０%以上

R１年度

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】

・清掃やメンテナンス、衛生管理を徹底し、利用者の満足度を図る。

【　年度】

・

【　年度】

・

【H30年度】

・当該施設周辺は観光地として１日に数百人の利用があるが、当該施設の設置によ

り、観光客の利便性向上に繋っている。

【H30年度】

・管理委託により、定期的な清掃やメンテナンスを施し、衛生管理を徹底する。

【　年度】

・

【　年度】

・

【　年度】

・

【　年度】

・

80％以上

状

況

説

明

【H30年度】

・観光客へのアンケート実施方法を検討していたが、準備や調整に時間を用し実施にいたっていない。

【　年度】

・

【　年度】

・

【 完了後】 事業効果等の確認

（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【 完了後】 改善措置等の検討

（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標



市町村名 竹富町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 ムシャ―マ公園整備事業
沖 縄 ２１世 紀 ビジョ ン

第３章-３-（２）-ウ
基本計画該当箇所

産業振興課
平成

年度
沖縄振興基本方針

観光客の受入体制の整備
27 28 該当箇所

担当部課名
事業実施

年度

平成
～

事業内容

観光客等の利便性の確保を図るため、ムシャ―マ公園内に、公衆トイ レ及び休憩所等を整備する。

実施方法 ■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

２７年度 ２８年度 合計

Ｂ．執行済額 810 31,894 32 , 704

Ａ．予算現額 810 32,070 32 , 880

執行率（％）(B/A) 100.0% 99.5% 99 . 5%

うち

交付金充当額
648 25,515 26 , 163

執行状況の説明

２７年度は執行率１００％。２８年度、工事が次年度へ繰越となった（繰越額５,５３２）

事業期間中

の活動目標

活動目標（指標）

達成状況

２７年度 ２８年度

事業期間中

の予算額

・執行額

【単位: 千円】

実　績 設計実施 工事実施

公衆用トイ レ等整備工事実施

目　標 設計実施 工事実施

実　績

目　標

実　績

目　標

事業期間中

の成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

２７年度 ２８年度

公衆用トイ レ等の整備完了

実　績 設計完了 整備完了

目　標 設計完了 整備完了

実　績

目　標

実　績

目　標



３０年度

事業完了後の取り組み

事

業

完

了

後

の

成

果

目

標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果

■ 後年度に発現する事業効果

観光客・地域住民へのアンケートで利便性が確保された

か（８０％以上）を含め、当該施設のあり方を検証する。

目　標 ８０％以上 ８０％以上

実　績 未実施

目　標

目標/発現年度
R1年度

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】

・３０年度の入域観光客は「３９,４７８人」であり近年外国からの観光客も増加しており、案内や利用方法の外国語での表示を検討する。

【　年度】

・

【　年度】

・

【H30年度】

・位置的に島の中心地にあり集落内における唯一の公衆用トイ レであるため、観光

客はもとより地域住民も利用しており利便性の効果は大きい。

【H30年度】

・島内の観光業者が配布する観光マップに当該公園も記載されており認知度は高

い。施設の維持管理を図るため適切な使用方法を指導する。

【　年度】

・

【　年度】

・

【　年度】

・

【　年度】

・

状

況

説

明

【H30年度】

・供用開始間もないため効果が出にくい事から、アンケート未実地となった。次年度はアンケートにて検証する。

・アンケートは未実施だが、地元公民館・区長・観光業従事者等には利便性が確保されたかの確認は行った。

【　年度】

・

【　年度】

・

【 完了後】 事業効果等の確認

（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【 完了後】 改善措置等の検討

（事業効果の更なる向上等）

実　績



市町村名 竹富町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 小浜島結願祭会場整備事業
沖 縄 ２１世 紀 ビジョ ン

第３章－３－(2)－ウ
基本計画該当箇所

平成
年度

沖縄振興基本方針
Ⅲ－１－（１）

28 28 該当箇所
担当部課名 教育委員会 社会文化課

事業実施

年度

平成
～

事業内容 観光客の利便性の確保を図るため、小浜島結願祭会場内に公衆トイ レを整備する。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

28年度 合計

Ｂ．執行済額 13,824 13 , 824

Ａ．予算現額 13,830 13 , 830

執行率（％）(B/A) 100.0% 100 . 0%

うち

交付金充当額
11,063 11 , 063

執行状況の説明

・平成28年10月に入札を実施したが、入札額が予定価格に達せず、不調となり、再入札を実施したが7社中

6社が辞退し入札中止となった。積算見直し、再度入札に不測の日数を要したため、年度内の工事完了が困

難となり、繰越するに至ったが、整備を完了した。

事業期間中

の活動目標

活動目標（指標）

達成状況

28年度

事業期間中

の予算額

・執行額

【単位: 千円】

実　績 工事実施

結願祭会場公衆トイ レ工事実施

目　標 工事実施

実　績

目　標

実　績

目　標

28年度

公衆トイ レの整備完了

実　績 整備完了

目　標 整備完了

実　績

目　標

事業期間中

の成果目標

成果目標（指標）

進捗状況



80％以上目　標
　観光客・地域住民へのアンケートで確保されたか

（80％以上）を含め、当該説明板のあり方を検証する。

事業完了後の取り組み

事

業

完

了

後

の

成

果

目

標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果

実　績
アンケート未

実施

状

況

説

明

【H30年度】

・御嶽に隣接した公衆トイ レにおいて、どのようなアンケートが望ましいか等の検討が必要であったため、アンケート未実施となった。

・トイ レ管理業務及びトイ レ汲み取り業務を委託し、管理を行った。

【　年度】

・

【　年度】

・

80％以上

R１年度
目標/発現年度

30年度

後年度に発現する事業効果■

【H30年度】

・地域住民に地域行事の際にトイ レ利用が可能であることを周知する。

・小浜島の観光はレンタカ ー、レンタサイ クルが主であるため、レンタカ ー、レンタサイ クル業者にトイ レ利用が可能であること周知する。

【　年度】

・

【　年度】

・

【H30年度】

・トイ レ管理業務及びトイ レ汲み取り業務を委託し、管理を行った。

・地域住民が御嶽行事等の際に利用されている。観光客が御嶽の観光の際に利用さ

れている。

【H30年度】

・行事の際に地域住民にトイ レ利用が可能であることの周知が必要である。

・観光客への周知が必要である。

【　年度】

・

【　年度】

【　年度】

・

【　年度】

・

【 完了後】 事業効果等の確認

（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【 完了後】 改善措置等の検討

（事業効果の更なる向上等）

実　績

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

目　標



市町村名 竹富町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 竹富町キャッシュレス環境整備促進事業
沖 縄 ２１世 紀 ビジョ ン 第3章－3－(2)－ウ

観光客受入態勢の整備基本計画該当箇所

年度
沖縄振興基本方針

Ⅲ－1－(1)
28 28 該当箇所

担当部課名 政策推進課
事業実施

年度

平成
～

平成

事業内容
観光客等の利便性の確保を図るため、町内事業所における電子マネー、クレジットカ ード等のキャッシュレス決済環境の導入を

推進する。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 ■ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

28年度 合計

Ｂ．執行済額 11,913 11 , 913

Ａ．予算現額 13,020 13 , 020

執行率（％）(B/A) 91.5% 91 . 5%

うち

交付金充当額
9,530 9 , 530

執行状況の説明
波浪による定期船の欠航が相次ぎ、各島での手続きに不測の日数を要し年度内に完了することができな

かったため、予算の繰越を実施した。その他は業務内容に応じ適切な予算規模、執行であったと考える。

事業期間中

の活動目標

活動目標（指標）

達成状況

28年度

事業期間中

の予算額

・執行額

【単位: 千円】

実　績 21台

電子決済端末導入台数：30台

目　標 30台

実　績

目　標

実　績

目　標

事業期間中

の成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

28年度

電子決済端末導入台数：30台

実　績 21台

目　標 30台

実　績

目　標

実　績

目　標



事業完了後の取り組み

事

業

完

了

後

の

成

果

目

標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果

■ 後年度に発現する事業効果

【H30成果目標】

設置した事業所、観光客に対して利便性が確保された

か(80％以上)を含め、当該事業のあり方をアンケートで

検証する。

目　標 80％以上 80％以上

実　績 未実施

実　績

30年度

目標/発現年度
Ｒ1年度

目　標

【　年度】

・

【　年度】

・

【H30年度】

・金融機関（郵便局以外）のＡＴＭが存在しない本町においては、観光客が

宿泊施設や観光地での買物などの際に、手持ち現金の不足により支払い

ができないことから、電子マネー、クレジットカ ード等のキャシュッレス決済

で支払が行えるようになった事で、観光客の利用向上が図れている。

【H30年度】

・電子決算端末機を導入したことにより観光客や事業所の利便性が確

保されているが、整備の必要な施設と同時進行で、これまで整備した施

設の周知を行い、町商工会と連携を図り導入数の拡大を図る。

【　年度】

・

【　年度】

・

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】

・未導入団体の整備は、地域住民や関係者の意見を踏まえ導入数の拡大を図る。

・導入済み団体を町のＨＰ掲載や冊子等で広く周知を行い、観光客、事業者の満足度向上に繋げる。

状

況

説

明

【H30年度】

・アンケートにて検証するとしておりましたが、人員の確保、業務調整に時間を要しアンケート未実施となった。

【R1年度】

・H30年度実施できなかったので、R1年度でアンケートにて検証を行う。

【　年度】

・

【 完了後】 事業効果等の確認

（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【 完了後】 改善措置等の検討

（事業効果の更なる向上等）



市町村名 竹富町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 文化財説明板整備事業
沖 縄 ２１世 紀 ビジョ ン

第３章－１－(4)－ア
基本計画該当箇所

平成
年度

沖縄振興基本方針
Ⅲ－３－（２）

28 28 該当箇所
担当部課名 教育委員会 社会文化課

事業実施

年度

平成
～

事業内容
外国人を含む観光客の利便性の確保を図るため、町内に点在する指定文化財等に多言語（日本語、英語、中国語）の説明板

を整備する。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

28年度 合計

Ｂ．執行済額 2,827 2 , 827

Ａ．予算現額 2,985 2 , 985

執行率（％）(B/A) 94.7% 94 . 7%

うち

交付金充当額
2,261 2 , 261

執行状況の説明

・文化財説明板製作及び設置工事を発注するにあたり、計画策定等に時間を要したため、業務発注が遅

れ、当初計画の期間中に業務を完成させることが困難となり繰越となった。

・最終的な執行率は94.7％となり、概ね計画的に執行できた。

事業期間中

の活動目標

活動目標（指標）

達成状況

28年度

事業期間中

の予算額

・執行額

【単位: 千円】

実　績 4箇所設置

文化財説明板の設置（4箇所）

目　標 4箇所

実　績

目　標

実　績

目　標

事業期間中

の成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

28年度

文化財説明板の設置完了（4箇所）

実　績
4箇所設置

完了

目　標 4箇所

実　績

目　標



【　年度】

・

【　年度】

・

【H30年度】

・文化財史跡めぐ りマップ及びアンケートを作成し、史跡めぐ りとアンケートを実施する。

30年度

事業完了後の取り組み

事

業

完

了

後

の

成

果

目

標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果

■ 後年度に発現する事業効果

　本事業について、外国人を含む観光客へのアンケー

トを実施し、利便性が確保されたか（80％以上）を含め、

本事業のあり方を検証する。

目　標 80％以上 80％以上

実　績
アンケート未

実施

目　標

目標/発現年度
Ｒ１年度

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】

・文化財説明板設置場所に訪れた観光客には説明板の利便性の効果が

期待される。

【H30年度】

・集落内にある他の文化財と一緒に史跡めぐ りマップを作成し、その

コースの中に組込み、説明板の利便性を図っていく。

【　年度】

・

【　年度】

・

【　年度】

・

【　年度】

・

状

況

説

明

【H30年度】

・文化財説明板を4箇所に設置完了し、目標は達成できた。

・文化財史跡めぐ りコース選定後にマップ等を作成し、その中にアンケートを入れる予定であったが、史跡めぐ りコースが未選定であったため、アンケー

トも同様に未実施となった。

【　年度】

・

【　年度】

・

【 完了後】 事業効果等の確認

（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【 完了後】 改善措置等の検討

（事業効果の更なる向上等）

実　績


